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分
類 

1-（２）　２－（1）  資料名 たいせつないのち （年長児限定）

             　「たいせつないのちのカード」は、自分の
顔や名前を記入しながら、自分が大勢の人に
包まれて存在していることや命の大切さに気
づくために作成しました。
　身近な人とのかかわりを中心に描くカー
ドＡと家族のつながりを中心に描くカード
Ｂの、2つのパターンがあります。
　どちらのカードを使うかについては、幼児
の実態を考えて指導計画をたててください。

 

 
 

 

・ 一人一人の命が、かけがえのないものであることを知る。

 

内 

容 

○ 「たいせつないのちのカード」を活用し、命のつながりに気づく。
 

○ 自分の命は、まわりの人々に守られ大切にされていることに気づく。
 

指
導
の
観
点 

・ 対象は５歳児である。 

・ 両親、きょうだい、親戚、地域の人等の存在やお世話になっている人々のことを意識させる。

・ 自分の命は、大勢の人に包まれ支え守られていることを知らせ、命の大切さを感じさせる。 
・ カードＢについては、事前に保護者の了解を得ることが必要である。 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

例 

 

① 

活　　　　動　　　　内　　　　容 環 境 の 構 成 ・ 教 師 の 援 助  

＜カードＡ＞展開例 
① 自分の顔（名前）をかく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 自分にかかわりのある人の顔（名前）をかく。
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 自分の似顔絵の特徴や、名前のいわれにつ

いて話し、自分自身の存在を感じさせる。 
 
 
 
 
□ 身近で親しい人の存在をかくことを通して、

大勢の人の存在を意識し、人とのつながりに

気づくようにさせる。 
□ お世話になっている事を思い出せるように

助言しながら、家族や周囲の人々に感謝の気

持ちがもてるようにする。
 

□ 友だちのかいたカードに関心をもち、自分

が気づいていなかった人の存在を知るきっか

けにする。
 

□ カードを作成する過程で、自分が大勢の人

に包まれて大切にされていることを実感し、

自分の存在が確かなものになるようにする。 

教師：いろんな大きさの丸があるね。真ん中の一番大きな丸に自分の顔や名前をかきましょう。

教師：すてきにかけましたね。次に、自分の顔の周りの丸には、みんながお世話になっている

人（家族・地域等）や仲よしの人（友だち・きょうだい等）の顔をかきましょう。 

【予想される幼児の発言】 
・お母さん、お父さんをかこうかな。 
・おばあちゃんをかこう。 
・親戚の○○ちゃんとサッカーをするよ。

・これは、警備員の○○さんだよ。 
・お母さんの妹の○ちゃん。 
・先生もかいたよ。 
・お芋ほりした時の畑のおじさんをかこう。

カードＢ つながる命 カードＡ 包まれている命 

ね 
ら 
い 

資

料

に

つ

い

て
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展 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

例 

 

 

 

 

 

② 

活　　　　動　　　　内　　　　容 環 境 の 構 成 ・ 教 師 の 援 助  

＜カードＢ＞展開例 
 
① 「たいせつないのちのカード」一層に自分

の顔と名前をかく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 「たいせつないのちのカード」二層に、両

親の顔や名前を書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ その月の誕生児が一緒に活動できるように

場を設定する。 
 
◎ すべての幼児が取り組むためには、保護

者全員の了承を得るなど、家庭環境に配慮す

ることを教師間で共通理解して、指導計画を

作成することが必要である。  
 
 
 
 
 
 
□ 事前に保護者に出産時の身長・体重・名前

のいわれを記入してもらったり、お祝いのメ

ッセージカードを書いてもらったりしておく。  
 
 
 
 
 
□ 保護者からのメッセージカードを読むな

ど、幼児の誕生を家族みんなで心待ちにして

いた様子を伝え、産まれてきたことの喜びを

感じることができる雰囲気づくりをする。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 両親のことを自由に話せる場を設けるなど

雰囲気を大切にし、両親のことを思いながら

楽しく描く姿を認める。  
 
□ 一人親家庭の幼児等には特に配慮し、個別

に対応するなどの配慮が必要である。 
 

教師：○月生まれのＡさん、Ｂさん。６歳のお誕生日おめでとうございます。 

このカードの一番下の丸に自分の顔と名前をかきましょう。 

【予想される幼児の発言】 
・お母さんから産まれてきたよ。 
・産まれてきたとき、うれしかったって 
言っていたよ。 

・産まれてくるまで、心配だったって。 
・おじいちゃん、おばあちゃんも病院に

来たって言っていたよ。 

教師：みなさんは、誰が産んでくれたのか知っていますか。 
   また、みなさんは、産まれてきたときの話を聞いたことがありますか。 

教師：お父さん、お母さんの顔をかきましょう。名前も知っていますか。  

【予想される幼児の発言】 
・お母さん、めがねをかけているよ。 
・お父さんの名前は○○、お母さんの名

前は○○。 
・お父さんは○才、お母さんは○才。 
・お父さんは○○の仕事をしているよ。

・お母さんには妹がいるよ 
・お母さんは、双子だよ。 
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活　　　　動　　　　内　　　　容 環 境 の 構 成 ・ 教 師 の 援 助  

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

例 

 

 

 

② 

③ 「たいせつないのちのカード」三層に、祖

父母の顔や名前をかく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「たいせつないのちのカード」四層の挿絵

を見る。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
□ 三層の部分には、４つの丸い空間があり、

 二層の上につながることに気づくような助言

 をする。 
 
□ 祖父母がいない幼児には「亡くなっていて

も、○○さんを見守っていてくれているよ。」

など、個別に声をかけるようにする。 
 
□ 友だちの祖父母の話を聞いたりして、高齢

者への親しみや思いへとつなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 自分の似顔絵が、両親、祖父母、曾祖父母

 に囲まれる絵から、たくさんの人と自分の命

 がつながっていることに気づかせる。 
 
 
 
 
 
 

資

料

の

活

用 

に

つ

い

て 

○「たいせつないのちのカード」 
・ 年長児対象に活用する。 
・ カードＢ「つながる命」を活用するときには保護者の同意を得るなど、個々の家庭の事情に配

慮をする。 
・ 毎月の誕生会の前に教師が対象となる幼児と会話をしながら、幼児がカードを作成できるよう

支援する。特に、自分とかかわる人々の存在に気づきにくい場合は丁寧に支援する。 
・ 命のつながりに関心をもち、幼児自身も次世代へ命をつなぐことに気づかせることもできる。

・ カードＢ「つながる命」は、保護者へのプレゼントや誕生会の記念のアルバム（思い出）にで

きる。  
・ 命のつながりや自分を見守る人々の思いを知ることができるように、親世代、祖父母世代のゲ

ストを招いて、話を聞かせてもらう機会をもつこともできる。 

 

【予想される幼児の発言】 
・おばあちゃん、おじいちゃんから産まれた。

・お父さんのおばあちゃんとおじいちゃんは

○○に住んでるよ。  
・おばあちゃん、この間お迎えにきてくれ

たよ。 
・お母さんのおじいちゃんは、死んだんだ

って。でも、ちゃんとお空から見てくれ

てるって、お母さんが言ってたよ。 
 

教師：一番上に、いろんなおじいさんやおばあさんの絵がありますね。 
この絵は誰かわかりますか。 

【予想される幼児の発言】 
・ひいおばあちゃんやひいおじいちゃんの

ことかな。 
・ひいおじいちゃんは死んでしまったよ。

・ゲートボールをしているのかな。 
・紙ヒコーキ、こま回し、けん玉もある。

・編み物をしているのかな。  など 

教師：では、お父さん、お母さんは、誰が産んでくれたのでしょうか。 
   お父さん、お母さんの上の丸にかきましょう。  
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